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POINTS

1 整理整頓された環境を作る

【課題】
雑然とした教室環境で、学習の準備に時間がかかり、すぐに活動に取りかかれず、授業に集中できないケース

　【実践例】
・教室内の教材や個人の持ち物について、何を、どこに、どのように置くのか定位置を決める。

　　・どこに何があるのか絵や写真を使って示す。
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2 視覚刺激の量を低減する

【課題】
教室の前面（特に黒板周辺）に掲示物等が多く、必要以上の情報があり、どこに注目してよいか分かりにくかったり、集中できなかったりするケース

　【実践例】
　　・掲示物を精選し、必要に応じて教室の後方に掲示する。

　　・教室の前方にロッカーや戸棚がある場合は無地のカーテンなどで覆う。

　　・子どもの実態に応じて、教室の前面の掲示物の量を調整する。

[image: image7.jpg]FAXB#E 06-6607-9826

g | | i !
WOiE) 1B |
| N ERTHEALTOYRENTT .o . ). ' A% |
| o el * Ll T T b
|
| | ‘
o

a‘ﬁ\ pER LA |
gl ety V3 \\

06-6060 7T~ I12F& e
06 6607 1363 sin yakavedy, saka-c ed Jp T ) ¥
L V'V s
} S (CAMNNNS T
!

—

W .

LI )
ERsINERRBNENEEN
e Y.
N ~ Q N
e 20t T
: el ) T .
KBS ERE 03 30292200 e
751 = 9 7 2 [
= 0 LR § § »
7= ROB(R)~TE(LERRARA : {;Q: ? '
:fj’":(ll\,h\; SO oR0c ) R “E i = )
EoZ2D g - - 2
PE B L E RO DK B spuE(8)~318(%)1
: % s e
= AR




[image: image8.emf]朝の用意

一日の予定

使うもの


3 スケジュール（時間の流れ）を掲示する

【課題】
一日の学習の流れやそれぞれの時間に準備する物について、言葉による指示だけでは見通しが持てず、不安で集中できないケース

　【実践例】
・一日の予定や授業の流れが確認できるよう、ミニホワイトボードに書いて掲示したり、黒板の定位置に掲示する。

　　・授業の途中で、「今、何をしているか」「次に何をするのか」を確認できるように掲示する。

    （授業の内容が分からなくなるきっかけが、内容の理解の以前にどこをやっているか分からない場合がある）
　　・予定の変更は、口頭で伝えるだけでなく、見て確認できるようにする。

　　・情報量が多い場合は、プリントにして配付する。

　　・終わりがはっきり分かるような指示の出し方をする。

　　（時間を区切って、タイマーで時間の経過を示す。「～の５ページまで」「このプリント３枚

　　　で～は終わり」と指示する等）

　　・学校行事や一年間の学校生活についても、視覚化することで安心につながる。
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２．教室環境





　教室は学校や幼稚園で、子どもたちが最も長い時間を過ごす場所です。子どもたちの実態にあった適切な教室環境を作ることは、学習や一日の生活を考える上で重要なポイントとなります。すべての子どもたちが、安心して学習や活動に取り組めるようにするために、座席の位置、黒板周辺の掲示物、学習用具などの整理整頓について配慮することが必要です。


　また、先が見えない状況、あいまいな状況に対処することが苦手な子どもには、一日の見通しや各授業で行う内容を視覚化して示すことで、不安を軽減することが大切です。
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定位置を決める
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時間の区切りを視覚化





「今、何をしているか」「次に何をするのか」が分かる（小学校）





�





�





�





絵を使って視覚化（幼稚園）





�





年間行事を写真で掲示（中学校）





時間の区切りを視覚化








